
平成２７年度 土木学会 西部支部沖縄会総会 
日時：平成２７年 ７月１５日(水)  16時40分～17時10分 

場所：那覇市厚生会館              

 

議 事 次 第 

進行：事務局  

１. 会長からのあいさつ 

２．審議内容 

 

【第1号議案】 

平成２６年度報告（案） 
①  平成２６年度 事業報告（案）                 ――――   １  

②  平成２６年度 収支決算書（案）            ―――― １６  

 

【第2号議案】 

平成２７年度事業（案） 
① 平成２７年度 主要事業計画（案）           ―――― １８  

② 平成２７年度 予算書（案）                 ―――― ２２  

 

３．その他 

 

 

 

【参考資料】 

参考 1 土木学会西部支部 沖縄会 規約            ―――― ２３    

〃２ 土木学会会員（フェロー・正会員・学生会員）名簿    ―――― ２８  

〃３ 沖縄会特別会員B名簿                 ―――― ３０  

〃４ 土木学会西部支部沖縄会役員名簿（平成27年度）     ―――― ３１  

 



【第 1 号議案】－① 

平成 26 年度 事業報告(案) 

1． 沖縄会運営委員会（H26.7.14） 那覇市おもろまち 那覇市厚生会館 参加：１ ７ 名（委任状含む） 

2． 沖縄会定期総会 （H26.7.14） 那覇市おもろまち 那覇市厚生会館 参加：４ ６ 名（委任状含む） 

3．講演会等の開催 

① 講演会『トルコ 150 年の夢 アジアとヨーロッパを結ぶ海峡横断鉄道の建設』（H26.4.25） 

【主催：沖縄会】 

場 所：那覇市おもろまち 沖縄県立博物館･美術館 

参加者：沖縄工業高校生（108 名）、琉球大学環境建設工学科(土木)学生（58 名）、一般(33 名) 

内 容：①ボスポラス海峡トンネル工事の施工について 

②億首ダム工事における ICT 施工について 

② 講演会『「行動する技術者たちセミナー」～沖縄で育む「行動する技術者」～』（H27.1.15） 

【主催：沖縄会、共催：土木学会 行動する技術者たち小委員会】 

場 所：那覇市おもろまち 沖縄県立博物館･美術館 

参加者：110 名 

内 容：①講演 沖縄の土木技術者への期待 

②トークセッション 土木技術者に求められること 

4. 技術研究発表会等 

① 土木学会西部支部沖縄会 第４ 回技術研究発表会（H26.10.30） 参加：60 名 

【主催：沖縄会】 

    場 所：西原町 琉球大学 研究者交流会館・50 周年記念会館 

5．広報活動 

①｢橋の日」清掃活動（H26.8.6）県道那覇内環状線「那覇大橋（那覇市）」清掃活動 参加：100 名 

【主催：沖縄会、共催：琉球大学工学部環境建設工学科、琉球大学土木同窓会、内閣府沖縄総合

事務局開発建設部、沖縄県土木建築部琉大工学部土木学生及び土木同窓会、沖総局開発部】 

② 土木の日シンポジウム『「観光客一千万人到来にむけて」～それを支える社会基盤～』（H26.11.19） 

【主催：沖縄の土木技術を世界に発信する会】 

    場  所：那覇市 パレット市民劇場 

    参加者：約280名 

6．ホームページの管理、運営 

   ・ホームページ開設（H23.9.27）    

・講習会の開催等に合わせて適宜情報発信 

【 http://www.jsce-oki.tec.u-ryukyu.ac.jp/index.html 】 
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【第 1 号議案】－① 

 7．その他 

１ 幹事会 

① 第一回幹事会（H26.5.20）沖縄総合事務局（1F）参加者：15 名 

② 第二回幹事会（H26.9.9） 沖縄県庁（11F） 参加者：15 名 

2 土木学会西部支部 研究発表会の支援【沖縄会】（H27.3.7） 

【主催：土木学会西部支部】 

    場  所：西原町 琉球大学 千原キャンパス 

    参加者：約580名 

開催プログラム等【 http://www.jsce-oki.tec.u-ryukyu.ac.jp/index.html 】 
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Time Table

Start End

8 30 9 00 CPD

9 00 9 10

Room A

9 10 9 20 Break

9 20 10 50

Session 1 Room A 9 Session 2 Room B 9

( )

10 50 11 00 Break

11 00 12 30

Session 3 Room A 9 Session 4 Room B 9

:

12 30 13 00 Lunch

13 00 14 30

Session 5 Room A 9 Session 6 Room B 9

:

14 30 14 40 Break

14 40 16 20

Room A

ICT

16 20 16 30 Break

16 30 16 45

Room A

( : )

Room-A 14:40 16:20

ICT

30

30

TTES 30
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Presentation Schedule

Titles and Authors

7 3
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土木学会西部支部沖縄会技術委員会 平成２６年度小委員会活動報告 

小委員会名 橋梁長寿命化技術小委員会 委員長 下里 哲弘 幹事長 玉城 喜章 

活動予定期間 平成 23 年 12 月 ～ 平成 27 年 3 月（小委員会活動終了） 

活動目的 

本小委員会では、塩害環境下にある沖縄の橋梁に対する適切な維持管理技術の確立を目

的に、塩害劣化などの損傷事例、原因、および補修補強法に関する事例集をまとめ、橋梁長寿

命化技術の発展に貢献することを目的とする（テーマ１、２）。また、劣化橋の残存耐力および耐

久性を実験・解析的に調べることで、通行規制の判断資料を提供し、また、補修補強後の劣化

橋に対する回復度および耐久性を実験・解析的に調べ、今後の維持管理へ反映させることを目

的とする（テーマ３)。さらに、塩害劣化などに強い材料、構造形式、維持管理手法などの技術資

料を収集し、今後の新設橋や既設橋への技術資料を提供することを目的とする（テーマ４）。 

委員構成 

（26 名） 

◎下里 哲弘（琉球大）、○玉城 喜章（沖縄しまたて協会）、○押川 渡（琉球大）、 富山 潤(琉球大) 

川間 重一(沖縄総合事務局、與儀 克明(沖縄県)、砂川 勇二（沖縄県）、金田 一男（㈱ホープ設計）

砂川 章次（㈱中央建設コンサルタント）、野里 貴哉（㈱基土木）、稲福 英三（金秀鉄工㈱）

淵脇 秀晃（琉球大）、目取眞 正樹（沖縄総合事務局）、下地 建（（一財）沖縄県建設技術センター） 

我謝 将人（沖縄県）、谷口 祐治（西日本高速道路㈱沖縄管理事務所）、久米 仁司（㈱南伸）

宮城 敏明（㈱沖縄建設技研）、石川 孝司（㈱大洋土木コンサルタント）、金城 和成（㈱ホープ設計） 

太田 清志（㈲綜合設計コンサルタント）、仲宗根 基（㈱基土木）、長嶺 由智（金秀鉄工㈱）

崎濱 秀治（芝岩エンジニアリング）、赤嶺 文繁（PC 建設業協会）、村島 康文（日本橋梁建設協会） 

活動報告 

１．査読論文 1 件 

下里，金田，砂川，淵脇，久米，太田，玉城，長嶺：塩害により著しく劣化した RCT 桁の劣化度と残存

耐力，構造工学論文集 Vol.60A(2014 年 3 月) 

２．成果発表 

1．平成 26 年技術士会発表会：2014 年 11 月 26 日（水） 1 件 

塩害により劣化した RCT 桁の劣化度調査および載荷試験：金田，玉城，久米，宮城、下里ら 

2．第 4 回土木学会西部支部沖縄会：2015 年 3 月 7 日（土） 1 件 

塩害劣化 RCT 桁の主桁耐荷力に対する壁高欄の有効性に関する実験研究：砂川、金田、久米ら 

3．第 3 回 技術研究発表会：2013 年 10 月 1 日（土木学会西部支部沖縄会） 5 件 

1)沖縄地域における腐食速度特性に関する調査研究～橋梁長寿命化小委員会 WG1：淵脇，下里，玉城

2)沖縄県内におけるＲＣ橋の塩害劣化損傷事例～橋梁長寿命化小委員会 WG2：砂川，下地 など

4．第 2 回 技術研究発表会：2012 年 9 月 25 日（土木学会西部支部沖縄会） 2 件 

1)塩害により著しく劣化した実橋から撤去された RCT 桁の詳細調査(その１ 外観損傷調査)：金城，宮城ら

など

今後の活動計
画と目標 

○成果報告書の作成

１．目次（案） 

第 1 章 腐食環境調査方法の手引き 

・県内でこれまで調査してきた結果から塩害マップや腐食速度の研究成果をまとめる。・腐食環境調査

法の整理 例）ガーゼ法：枠の作成、設置位置、滴定方法等 

第 2 章 損傷事例 

・技術研究発表会の原稿や全国大会年次講演会の原稿をまとめる。 （塩害劣化橋梁） 

第 3 章 安全性照査事例 

・若松橋、漢那橋の非破壊検査、残存耐荷力試験結果のまとめ 

・辺野喜橋の腐食減厚特性や残存耐荷力試験結果のまとめ⇒玉城幹事長 

・鋼橋における腐食損傷した腹板の補強実験結果のまとめ⇒琉球大学研究結果 

第 4 章 新技術 

・技術紹介 

①県内事例：伊良部大橋  ②県外事例

２．完成時期 ： 8 月末 

【第 1 号議案】－① 
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【第１号議案】－②

(単位：円)
平成26年度
予算額  (a)

平成26年度
決算額　(b)

差異(a)-(b) 備考

Ⅰ　事業活動収支の部
1.事業活動収入

(1)会費収入 (310,000) (265,000) 45,000
①法人 310,000 265,000 45,000 5000円＊(62社 →53社)

(2)ブランチ支援金 (120,000) (150,000) △ 30,000
①ブランチ支援金 120,000 150,000 △ 30,000 西部支部交付(世界に発信会へ)

(3)事業収入 (70,000) (58,000) 12,000
①行事収入 70,000 58,000 12,000

①-1総会会費収入 0 0 0
①-2定例会会費収入 0 0 0
①-3講演講習会収入 70,000 56,000 14,000 講習会等（2回）
①-4研究調査発表会収入 0 2,000 △ 2,000

(4)雑収入 () (73) △ 73
①受取利息・配当金 0 73 △ 73 銀行利子

(5)繰入金収入 0
①支所繰入金収入 0 0 0

(500,000) (473,073) 26,927
2.事業活動支出

(1)事業費支出 (783,000) (635,527) 147,473
①講習会費 350,000 356,466 △ 6,466 講習会等（2回）
②研究発表会費 98,000 62,752 35,248
③広報費 155,000 179,941 △ 24,941 橋の日・土木の日
④現場見学会費 105,000 0 105,000
⑤その他、総会 75,000 36,368 38,632
⑥拠出金 0 0 0

(2)管理費 (35,000) (18,434) 16,566 ＨＰ管理費、切手、郵送費等

(3)繰越金支出 () () 0
①特別会計繰越支出

(818,000) (653,961) 164,039
　　事業活動収支差額(C)=(A)-(B) △ 318,000 △ 180,888 △ 137,112
Ⅱ.投資活動収支の部

1.投資活動収入
(1)特定貯金取崩収入 () ()

①支部運営積立貯金取崩収入
() ()

2.投資活動支出 () ()
(1)固定資産取得支出 0 0
(2)特定貯金支出 () ()

①支部運営積立貯金支出 0 0
0 0

投資活動収支差額(F)=(D)-(E) 0 0
Ⅲ.予備費支出(G)

当期収支差額(H)=(C)+(F)+(G) △ 318,000 △ 180,888 △ 137,112
前期繰越収支差額(I) 535,223 535,223 0
次期繰越収支差額(H)+(I) 217,223 354,335 △ 137,112

平成26年度収支決算書（案）　

収支科目

　　事業活動収入(Ａ)

　　事業活動支出計(B)

　　投資活動収入計(D)

投資活動支出計(E)
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平成２７年度 主要事業計画（案） 

1. 土木学会西部支部沖縄会総会

(１)企画内容等 

  年１回総会を開催する。 

(２)開催日時 

  平成２７年７月１５日 

2. 講演会の開催

(１)企画内容等 

講演会を１回程度開催する。 

 テーマ：伊良部大橋橋梁整備事業について（調整中） 

(２)開設時期 

年内 

3. 講習会等の開催

(１)企画内容等 

  講習会（CPDS／CPD）等を開催する。 

 テーマ：橋梁長寿命化技術小委員会 報告 

(２)開設時期 

随時 

4. 技術研究発表会等

(１)企画内容等 

  大学の研究以外にも、主要発注機関、コンサルタント等から発表論文を募集し、年に１回開催

する。 

(２) 開催日時 

  平成２７年１０月下旬 

(３）開催場所 

西原町 琉球大学 

5. 広報活動

（１）土木の日シンポジウム 

・土木の日（11月18日）にあわせ、土木工学に係るシンポジウムを開催。 

・開催日時：平成２７年１１月１８日 

・開催場所：那覇市 パレット市民劇場 

（２）橋の日イベント 

・橋の日（8月4日）にあわせ、県内橋梁の歴史調査、清掃などを行う。 

・開催日時：平成２７年８月１２日 

・開催概要：真玉橋（県道17号線）にて開催。別紙参照 

（３）その他 

【第2号議案】－①
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6. ホームページの管理・運営 

(１)企画内容等 

 各種情報提供、情報交換、広報等に活用。 

(２)開設時期 

  通年 

 

7. 現場見学会等 

(１)企画内容等 

 土木に親しみを持ってもらうために、国、県の大規模工事の現場で現地見学を実施する。親子で

の参加、又は学生（工業高校、大学生）を対象。 

(２) 開催日時 

 平成２７年７月～９月 

(３）開催場所 

  国道331号 糸満高架橋（調整中） 

 

8. 情報発信の強化 

技術情報発信の強化 

 これまでに県内で実施された土木技術（環境保全対策技術含む）について、土木

工事への活用及びインフラ整備のＰＲのため、効果的な情報発信の検討を行う。 

 

9. 土木技術者の確保・育成について 

（仮称）土木技術者の確保・育成ＷＧを幹事会に設置し、幹事会コアメンバーによる、

土木技術者の確保･人材育成のための効果的な活動内容の検討を進めるとともに、今年

度は、ケーススタディとして実施可能な取組を進める。 

 

10. 事業実施の手続きについて 
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橋の日

実施日：Ｈ２７．８．１２（水）１０：００～１２：００
橋梁名：真玉橋
管理者：沖縄県
参加者：真玉橋学童クラブ（今後調整）

（高学年の兄弟及び親子の参加を働きかけ）
琉球大学学生及び同窓会、沖総局、県

実施行程
集合：真玉橋公民館

・琉大生による講座（真玉橋の歴史（石橋（遺跡）））
模型でアーチ効果の体験
測建協による講座（県内橋梁写真パネル・模型）
その他、沖建協等による沖縄会加盟の各種団体による講座を検討

・橋の清掃
・記念撮影
・橋のふしぎ探し(案)

解散：真玉橋公民館

アーチ模型

遺跡のモニュメント

土木学会 沖縄会
技術情報発信の取組

［Ⅰ］データベースの構築（沖縄発の技術体系の初構築）
○技術情報の内容（沖縄会会員組織、沖縄会委員会の取り組み）

・沖縄において開発された技術情報（沖縄会会員組織）
・現在取り組んでいる技術課題への取り組み（沖縄会会員組織）
・世界・日本・沖縄初の構造物（CSG、伊良部高架、南風原高架橋、またきな大橋、地下ダム・・・etc）
・環境保全対策技術の取り組み（道路、ダム、港湾、官庁営繕、農林水産）

○技術体系の分類及びデータベースの階層化
・技術情報を体系的に分類し技術名を一覧表示
・個々の技術の紹介（特徴、内容、効果等を統一様式に整理）
・個々の技術に関する論文、状況写真、活用事例等詳細情報

［Ⅱ］沖縄会研究発表会論文の再分類
○現在年度別に分類しているが、分野毎に分類しなおした一覧表・リンクをＨＰに追加構築する

［Ⅲ］委員会資料の整理
○津梁（沖縄の土木技術を世界に発信する会主催講演録）を沖縄会ＨＰに掲示（又はリンク）

［Ⅳ］情報発信方法 （見える化）
○［Ⅰ］で構築したデータベース（体系化、階層化）を沖縄会ＨＰ上に構築
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土木学会西部支部沖縄会 幹事会 人材確保関係 WG 

WG 名 
(仮)土木技術者の確保・

育成 WG 
WG 長

琉球大学 

神谷 大介 

幹 事

長 

（一財）沖縄県建

設技術センター 

徳原 兼二 

活 動 予定 期

間 
平成 27 年 4 月 ～ 平成 30 年 3 月 

活動目的 

沖縄県内における土木技術者の人材不足に鑑み、短期的・中長期的な人材

育成・確保が必要である。このため、短期的には人材確保のための活動、中長

期的には土木に興味・関心を持つ児童・生徒を増加させるための取り組みを行

い、上記課題の解決に資することを目的とする。 

メンバー構成 

(案) 

（一社）沖縄県建設業協会： 喜屋武理事 

（一社）沖縄県測量設計コンサルタンツ協会：神村専務理事 

琉球大学：神谷 WG 長、下里准教授、富山准教授 

沖縄総合事務局：技術管理官、技術管理課長 

沖縄県： 技術・建設業課長 

（一社）沖縄しまたて協会：友寄部長 

NEXCO 西日本：兼重課長 

(一財)沖縄県建設技術センター：試験研究部長 

(株)沖縄建設新聞：○○○（調整中） 

 

 

想定される活

動内容 

① 既存活動の整理：県内の実施例や県外の活動事例収集（土木学会教育企

画・人材育成委員会関係） 

② 琉球大学工学部環境建設工学科 土木コース学生向けの活動（講演会・現

場見学会等） 

③ 県内工業高校土木コース学生向けの活動（講演会・現場見学会等） 

④ 県内普通高校学生向けの活動（キャリア教育、社会科教育との連携等） 

⑤ 県内小・中学生向けの活動（キャリア教育との連携、生活・総合教育との連

携等） 

 

年次計画 

平成 27 年度：情報収集・分析・２年目の実施計画作成 

平成 28 年度：活動実施・評価・３年目の実施計画作成 

平成 29 年度：活動実験・評価・次期３年の実施計画作成 

 

 

 

備考 

 

・年度末に活動を総括し、報告書をとりまとめる。 

・必要に応じ、幹事会で共有し、総会に報告する。 

・市町村代表として、那覇市にオブザーバー参加を要請する。（調整中） 

・沖縄県教育庁および沖縄県総合教育センターと連携を図る。 
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【第２号議案】-②

(単位：円)
平成27年度
予算額(ａ)

平成26年度
予算額(当初)(b)

差異(a)-(b) 備考

Ⅰ　事業活動収支の部
1.事業活動収入

(1)会費収入 (310,000) (310,000) 0
①法人 310,000 310,000 0 5000円＊62社

(2)ブランチ支援金 (120,000) (120,000) 0
①ブランチ支援金 120,000 120,000 0 支部交付金(発信する会へ)

(3)事業収入 (70,000) (70,000) 0
①行事収入 70,000 70,000 0

①-1総会会費収入 0 0 0
①-2定例会会費収入 0 0 0
①-3講演講習会収入 70,000 70,000 0
①-4研究調査発表会収入 0 0 0

(4)雑収入 () () 0
①受取利息・配当金 0 0 0

(5)繰入金収入 () 0
①支所繰入金収入 0 0 0

(500,000) (500,000) 0
2.事業活動支出 0

(1)事業費支出 (513,000) (783,000) △ 270,000
①講習会費 160,000 350,000 △ 190,000 講演会、講習会
②研究発表会費 58,000 98,000 △ 40,000
③広報費 155,000 155,000 0 橋の日・土木の日
④現場見学会費 65,000 105,000 △ 40,000 糸満高架橋
⑤その他、総会 75,000 75,000 0
⑥拠出金 0 0 0

0
(2)管理費 (35,000) (35,000) 0

0
(3)繰越金支出 () () 0

①特別会計繰越支出 0
(548,000) (818,000) △ 270,000

　　事業活動収支差額(C)=(A)-(B) △ 48,000 △ 318,000 270,000
Ⅱ.投資活動収支の部 0

1.投資活動収入 0
(1)特定貯金取崩収入 () () 0

①支部運営積立貯金取崩収入 0
() () 0

2.投資活動支出 () () 0
(1)固定資産取得支出 0 0 0
(2)特定貯金支出 () () 0

①支部運営積立貯金支出 0 0 0
0 0 0

投資活動収支差額(F)=(D)-(E) 0 0 0
Ⅲ.予備費支出(G) 0

当期収支差額(H)=(C)+(F)+(G) △ 48,000 △ 318,000 270,000
前期繰越収支差額(I) 354,335 535,223 △ 180,888
次期繰越収支差額(H)+(I) 306,335 217,223 89,112

投資活動支出計(E)

平成27年度予算書（案）　
一　　　般　　　会　　　計

収支科目

　　事業活動収入(Ａ)

　　事業活動支出計(B)

　　投資活動収入計(D)
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